
●学生から
座学ばかりの授業で物足りなく感じ、何か自分で作り

たいと思っていたときに、尾崎先生の授業で電動車椅子

の体験や、さまざまな機能を持つロボットの制御法を学

んだことをきっかけに研究室に見学に行きました。そこ

で、学生プロジェクトである「つくばチャレンジ（※）」

を知り、3年生からそのプロジェクトに参加しました。こ

の活動で、先輩たちからいろいろ話を聞かせてもらった

り、手伝いをしたりするうちに、私も「ロボットが動か

せたらいいのになぁ」という思いが強くなり尾崎研究室

に入りました。この研究室には、さまざまな研究班があ

り、みんな自立的に活動しています。各研究班はそれぞ

れ自分の研究を精力的に進めていて刺激的です。課題は

難しい内容ですが、モチベーションを維持しながら楽し

く研究生活を送っています。

機械システム工学科4年　菊地 里紗
※自ら考え行動するロボット（自律ロボット）が、実際に人が生活する街の

中で、速度を競うのではなく、『安全かつ確実に動く』ことを目指す技術チ

ャレンジ。工学部では学生プロジェクトとして活動している。

何かおもしろいことをやりたいという気持ちから、ユ

ニークオーラをいっぱい出していた尾崎先生の研究室に

●教員から
①授業は、教育学部附属幼稚園・小・中・特別支援学

校教員による教員の仕事や子どもの様子に関する講義に

始まります。感想では「生の声が聞けてよかった」、「視

野が広がった」と記され、教職について学ぶきっかけづ

くりになっています。

②講義につづいて、公立小・附属学校見学を合計3回

実施します。見学日には、昼休みに学校へ行き子どもと

遊び、その後に授業を参観します。また、3校を見学す

ることにより、自ずと学校、教員の取り組みを比較して

います。感想では、「教師の視点で子どもを見ることが

できた」、「子どもとふれあうことができ、学校現場をリ

アルに感じることができた」と記され、学校や子どもの

様子、教員の職務についてリアルなイメージを持つこと

ができるようになります。

③講義と見学をふまえて「どんな教師になりたいか」

について一人ずつ意見発表を行い、さらにグループ討議

を行い、各自の見方・考え方が問われ、交流により理解

を深めていきます。感想では、「いろいろな人の意見を

聞くことで、今まで気づかなかったことに気づいた」、

「他の人の意見・考えを聞くことができ、参考になった」

と記され、各自の教育観、学校観、教員観を構築してい

く、よい機会になっています。

教育学部准教授　丸山　剛史

●学生から
（平成21年度受講生）

教師入門セミナー

（※）では、現職の先生

方の講話や附属小学

校・公立小学校の見学

を通して、教育現場の実情や教師のあり方について多く

のことを学びました。特に学校見学では、初めて教職の

意義や授業展開などに注目しながら授業観察を行い、教

師の存在が子どもたちに与える影響の大きさに改めて気

づくことができ、また教師に対する考え方が変わるよう

な、とても貴重な体験をしました。

学校教育教員養成課程2年　福田さつき

教師入門セミナー（※）は、教師を目指す、同じ志を

持った仲間とともに教育について討論することができる

場です。また、学校見学で実際に現場の教育を肌で感じ、

現場の教師による講義やグループでの話し合いを

通し、改めて自分の目標とする教師像を見つめ直

し、教育について生の体験から再考することので

きる、とても貴重な時間です。私はこの機会があ

ったおかげで、改めて教師の重要性やその影響力

の大きさを再認識し、より教師になりたいという

気持ちが強くなりました。

学校教育教員養成課程2年　長谷川史織

※平成22年度から「教職入門セミナー」に科目名変更。
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ロボット技術とその応用研究
「創造の鍛錬」をキーワードに、「自
由」かつ「楽」しく研究しています。研
究課題は、ロボット技術とその応用研究
です。ロボットには総合的な技術が要求
されるので、幅広い知識が必要になりま
す。また、新しいアイディアを実物にす
る力も求められます。この研究室では、
学生が自由に課題を選び、責任を持って
それに取り組むことを重視しています。

教職の内容・意義を小集団で学ぶ
この科目は、教職（教員の職務）の

内容や意義を、主に、①附属学校教員
による講義、②学校見学、③意見発表
及びグループ討議を通して体験的、活
動的に学ぶ科目です。また、授業では、
学生は学部・学科・課程・専攻を越え
た20人前後のグループに分かれ、そ
こに教員が1人ずつ配置され、小集団
を基礎として学習が行われています。

押しかけ入門しました。期待通り、

機械系なのに、画像情報から空間

の状況や自己位置認識できる技術

に驚きました。最初は先輩たちの

作業の意味は分かりませんでした

が、先輩たちに教わっているうち

に、ロボットを動かすためのプロ

グラムや数式の表現を学びました。

また、この研究室には、社会人ド

クターが多く在籍し、学位（博士）

を持った先輩との共同研究も盛ん

で、大先輩から研究のことはもち

ろん、企業での取り組みなどいろ

いろな話が聞け、勉強になります。

尾崎研究室は自由な気風がありますが、成果が厳しく求

められます。日々プレッシャーを感じながらも、楽しく

研究をしています。

機械システム工学科4年 篠原　正俊

●教員から
ロボット工学では、動かし方や知能化など基礎的な成

果だけでなく、ある程度の完成されたロボットによる実

証が求められるようになりました。私の研究室でも、ア

イディアの正しさを実証するためにロボットを積極的に

製作します。ロボット製作には、機械の知識はもちろん、

他の幅広い知識が求められますので、実践的な学習の題

材にもなります。また、ロボットの知能化には、人間は

どのように考え行動しているのか、生き物はどのように

動いているのかなど、身の回りのことがヒントになりま

す。雑談からおもしろい奇抜な発想が生まれることもあ

ります。私たちはロボット製作を通じてユニークな「も

のづくり」を実践しています。

工学研究科准教授　尾崎　功一　
いちご摘みのロボット（右が尾崎准教授）
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授業を担当する教員たち


